








<目的> 

臨床科学は、当然のこととして、その臨床の場で知識を応用される側の利益を追求するも

のであって、個人を臨床的に操作してゆくものであってはならない。医学においては、永

い間ヒポクラテスの誓いが、医学を医療として臨床化する時の吟味基準として成立してき

た。 

こういった原則は、しかしながら、他の臨床分野では充分に吟味されているとは限らない。

従って、母子相互作用という、従来の学問の域を超えた研究では、当然のこととして、広

い分野からの知見を臨床に応用してゆくにあたっての、チェックポイントが必要となって

くる。そこで、仮説的にチェックポイントを設定し、現実の研究に適応して、その妥当性

を検討することは、今後重要な意味をもってくると考えられる。 


